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こ
の
ビ
デ
オ
は
、
台
湾
省
屏
東
県
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
葬

式
当
日
の
全
記
録
を
短
縮
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
葬
儀
記
録
「
邸
府
絹
太
夫
人
告
別
式
」
は
、
あ
く
ま
で
も

一
例
で
あ
っ
て
、
現
在
の
台
湾
省
に
お
い
て
、
す
べ
て
同
一
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
『
儀
礼
』
以
下
諸
文
献
に
示

さ
れ
て
い
る
儒
教
式
喪
礼
の
伝
統
（
特
に
『
朱
子
家
礼
』
以
来

の
標
準
的
喪
礼
）
が
、
省
略
や
変
形
を
加
え
な
が
ら
も
今
に
伝

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
点
で
、
参
考
に
な
る
。

た
だ
し
、
純
粋
の
儒
教
式
喪
礼
で
は
な
く
て
、
道
教
•
仏
教
の

影
響
が
濃
く
、
儒
・
道
・
仏
の
混
合
で
あ
る
。
現
実
に
一
般
に

行
な
わ
れ
て
い
る
葬
式
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

以
下
ビ
デ
オ
の
大
略
を
紹
介
す
る
。

邸
家
の
太
夫
人
（
大
奥
様
）
の
翁
絹
さ
ん
は
、
中
華
民
国
十

一
年
(
-
九
二
二
年
）
十
月
二
日
に
生
ま
れ
、
民
国
七
十
八
年

（
一
九
八
九
年
）
に
逝
去
し
た
。
享
年
六
十
八
。
杖
期
人
（
喪

主
）
は
夫
の
邸
洪
淋
氏
。
喪
に
服
す
る
親
族
は
、
息
子
四
人
、

息
子
の
嫁
三
人
、
娘
三
人
、
娘
婿
一
人
、
内
孫
の
男
六
人
・
女

一
人
、
外
孫
の
女
二
人
で
あ
る
。

告
別
式
は
五
月
二
十
二
日
十
一
時
に
始
ま
っ
た
。
霊
堂
（
柩

の
安
置
場
所
）
は
自
宅
前
の
広
場
。
四
方
に
は
親
し
い
友
人
か

ら
贈
ら
れ
た
晩
聯
（
哀
悼
用
の
対
聯
）
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い

る
。
式
は
、
儀
礼
•
音
楽
と
も
に
道
教
と
仏
教
と
が
入
り
交
じ

っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ふ
つ
う
の
葬
式
で
は
、
白
色
の
喪
服

な
ら
び
に
下
に
着
る
白
色
の
衣
服
が
一
般
的
な
の
で
あ
る
が
、

こ
の
葬
式
で
は
、
遺
族
の
男
子
は
黒
色
の
衣
服
を
下
に
着
て
い

る
。
こ
れ
は
特
殊
で
あ
り
、
欧
米
流
の
黒
色
の
喪
服
の
影
響
を

受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

道
士
の
喰
納
（
チ
ャ
ル
メ
ラ
の
よ
う
な
楽
器
）
に
先
導
さ
れ

て
、
柩
は
葬
儀
業
者
の
手
で
室
内
か
ら
霊
堂
の
正
面
に
据
え
ら

れ
、
花
で
覆
わ
れ
、
邸
家
の
親
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
規
定

に
よ
る
喪
服
を
着
る
。
そ
し
て
、
悲
し
み
で
立
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
気
持
の
表
現
を
形
式
化
し
て
、
家
か
ら
這
っ
て
出

る
。
た
だ
し
、
喪
主
で
あ
る
夫
は
、
妻
が
先
に
亡
く
な
っ
た
の

台
湾
省
に
お
け
る
現
代
の
或
る
葬
礼
の
記
録
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で
、
平
服
の
ま
ま
で
這
わ
ず
に
家
を
出
る
。

式
場
で
は
僧
侶
の
演
奏
す
る
仏
式
の
音
楽
が
流
れ
る
。
葬
式

の
進
行
役
が
「
邸
家
の
太
夫
人
の
お
葬
式
を
始
め
ま
す
。
奏
ー

哀
ー
楽
」
と
言
う
と
、
息
子
達
が
柩
近
く
の
所
定
の
席
に
つ
く
。

親
戚
の
者
が
柩
に
釘
を
打
つ
仕
草
を
す
る
。
そ
の
間
、
家
族
は

柩
の
ま
わ
り
に
座
り
、
そ
れ
を
見
守
る
。
四
人
の
息
子
は
進
行

役
の
合
図
に
よ
っ
て
席
を
立
ち
、
長
男
の
長
子
（
嫡
孫
）
を
加

え
た
五
人
が
、
喪
服
の
下
に
黒
い
衣
服
を
着
て
（
ふ
つ
う
白
い

も
の
を
着
る
）
、
進
行
役
の
指
示
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
な
儀

式
を
行
う
。
儀
式
の
間
、
哨
納
を
伴
っ
た
道
教
の
音
楽
が
流
れ

る。
脆
く
。
拝
す
る
。
立
つ
。
献
花
す
る
。
拝
す
る
。
酒
を
地
上

（
形
式
上
は
器
の
中
）
に
注
ぐ
。
三
度
拝
す
る
。
立
つ
。
三
度

拝
す
る
…
…
。
元
の
席
に
戻
る
。

息
子
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
後
、
嫁
・
娘
・
内
孫
・
外
孫
の
順

で
同
様
の
儀
式
を
行
う
。

以
上
、
直
系
の
親
族
の
次
に
礼
拝
す
る
の
は
、
邸
家
の
甥
・

甥
の
嫁
で
あ
る
。
そ
の
後
が
娘
婿
（
白
い
喪
服
を
着
、
白
い
帽

子
を
被
っ
て
い
る
）
と
な
り
、
そ
の
後
が
故
人
・
絹
さ
ん
の
実

家
の
人
達
と
な
る
。

上
記
の
儀
式
が
終
了
し
た
後
、
故
人
の
実
家
の
兄
弟
が
席
を

立
っ
て
、
悲
し
み
の
た
め
起
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
う
ず
く
ま
っ

て
い
る
息
子
・
娘
を
助
け
起
こ
す
。
そ
の
後
、
長
男
が
代
表
し

て
、
故
人
の
生
前
の
遺
徳
を
称
え
た
弔
辞
を
読
む
。
弔
辞
の
最

後
で
は
も
う
孝
を
尽
く
せ
な
い
と
い
う
意
味
で
息
子
で
あ
る
聯

恭
さ
ん
が
「
不
孝
男
聯
恭
」
（
不
孝
な
息
子
で
あ
る
聯
恭
）
と

自
称
し
て
い
る
。

弔
辞
を
読
み
終
え
る
と
、
喪
主
は
、
自
ら
は
述
べ
ず
、
隣
に

0。

立
つ
友
人
に
代
弁
し
て
も
ら
い
、
参
列
者
に
謝
辞
を
述
べ
、
最
〇

後
に
友
人
達
か
ら
枯
香
（
焼
香
）
し
て
も
ら
う
。
家
族
は
道
士
た

ち
に
先
導
さ
れ
て
柩
の
ま
わ
り
を
三
度
回
り
、
式
場
を
出
る
。

遺
族
は
霊
柩
車
の
後
を
徒
歩
で
付
き
従
い
墓
場
へ
向
か
う
。

町
外
れ
の
或
る
地
点
で
、
遺
族
は
脆
い
て
参
列
し
た
友
人
た
ち

に
お
礼
を
述
べ
て
彼
ら
と
別
れ
る
。

埋
葬
の
際
に
は
、
方
位
磁
針
を
用
い
て
風
水
（
柩
を
置
く
の

に
縁
起
の
良
い
方
角
を
定
め
る
）
の
儀
式
を
行
な
う
。
赤
い
服

の
道
士
と
白
い
服
の
僧
侶
と
が
入
り
交
じ
っ
て
演
奏
す
る
中
、

柩
が
埋
葬
さ
れ
る
。
遺
族
は
そ
の
間
、
線
香
を
立
て
て
祈
る
。
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墓
は
こ
の
後
、
レ
ン
ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
で
固
め
ら
れ
る
。

そ
の
作
業
中
、
遺
族
は
釘
（
子
孫
繁
栄
を
意
味
す
る
「
添
丁
」

の
丁
と
釘
と
は
音
が
通
ず
る
）
を
撒
く
。
そ
し
て
道
士
に
先
導

さ
れ
て
墓
の
周
囲
を
回
る
。
（
ち
な
み
に
、
十
年
程
経
つ
と
墓

か
ら
遺
骨
を
取
り
出
し
、
墓
の
そ
ば
に
あ
る
家
廟
に
祭
る
こ
と

に
な
る
。
）

埋
葬
の
諸
儀
式
が
終
る
と
、
遺
族
は
或
る
と
こ
ろ
か
ら
車
に

乗
り
、
家
へ
帰
る
。
家
の
前
で
喪
服
を
燃
や
す
。

こ
の
葬
式
の
場
合
、
死
者
が
亡
く
な
っ
た
五
月
一
日
か
ら
五

月
二
十
二
日
当
日
ま
で
を
服
喪
の
期
間
と
し
、
家
族
は
喪
服
を

着
、
肉
を
食
べ
ず
、
髭
を
剃
ら
ず
、
髪
も
切
ら
な
い
等
の
簡
素

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
葬
式
が
終
っ
た
後
に
通
常
の
生
活
に

戻
る
。
な
お
、
葬
式
の
日
取
り
は
、
死
者
の
生
年
月
日
・
時
刻

に
基
づ
い
て
決
定
す
る
。
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